
活　動　記　録

東京グリーン・キヤンパス・プログラム

記録者　つぼみグループ　高玉

年　月　日 平成 27 年５月 16 日（土）

時間 / 天気 午前 10 時～午後３時 /曇り時々小雨

開 催 場 所 多摩東寺方緑地保全地域

主　催　者 東京都環境公社、多摩市、恵泉女学園大学、つぼみグループ

参　加　者
合計 38 名

恵泉女学園大学 /松村先生、山下先生、波多さん　　生徒 23 名

東京都環境公社 /石川係長、冨樫係長、小川さん　３名

多摩市 /小林係長、芦沢　２名

つぼみグループ /小俣、森、楠居、小城、子幡、高玉　６名

花咲き村 /岩田　１名　　　　　

挨　拶

午　前

昼　食

午　後

無事終了

振り返り

東京都環境公社
小川さんより東京都の緑地保全地について挨拶。最後に安全で楽しくと強調され
ていました。

多摩市
小林係長より市と恵泉さんとの関係、市内での緑地保全の現状等について挨拶

恵泉女学園大学
松村先生より今回の大人数の内訳等紹介

孟宗竹の伐採及び下草刈り（各２班に分かれ、午後は入れ替わり）	
・最初に伐採の手順を指導者が実践して説明、その後各自で伐採を実施、概ね一人一本強
伐採した。倒れる際朝方の雨が笹から落ち少し濡れる場面もあり、その都度声が出てい
ました。また、倒れてからの枝の処理が一苦労、右に左にと交互に落として一本終了。

・竹の伐採後一本だけ竹の子を発見、有志がスコップを一気に土の中へ「エイ」と掘り起
こしたが「もう少し下か？」との本人の感想。

・下草刈りも最初に草刈りの手順を指導者が実践、ここでも朝の雨が鎌に絡み刈った草を
持つ軍手もビッシリ濡れていました。少しムンムンしてきましたが昨日来の炎天下より
ましでスイスイ作業が進みました。

・トン汁を囲んで学生と指導員がブルーシートの上で昼食、今回は、森さんの料理教室の
仲間が参戦、概ね 40 人前を料理、大変上手く出来上がり、一人２杯は当たり前、３杯
の方も多数出て、午後からは動きが心配、こっそり水筒に入れる学生も現れ、少し残っ
た材料もお持ち帰りにして楽しい時間も終了。

・午後からは、作業を入れ替わり、概ね朝と同じ要領で実施。

・公社の小川さん、市の小林係長・芦沢さん、つぼみＧ森さんから、安全について口を酸っ
ぱくして注意していただきましたが、今後も安全第一に継続していく所存です。	 	
	 	 	 	 	

・初めての体験（竹伐採・草刈り）で楽しいかった。面白かった。案外簡単に竹は倒れた。
等の感想で少しほっとしました。また海外からの留学生（中国）が孟宗竹は昔中国から渡っ
て来たとの話に感動、「少しは国際貢献も出来た」とは言い過ぎか？

・朝方の雨を見たら「あ～あ～ダメだ」。と、思いましたが天気は、回復に向かうとの事で
望みを賭けていましたが結果は、上々で晴れると炎天下になるこの季節を思えば良かっ
たとの全員の感想でした。


